
 

 

 

 

 

 

 

『文法コロケーションハンドブック E』 

 

 

 

中俣尚己（編）  



 

序 

 

 2014 年に『日本語教育のための文法コロケーションハンドブック』を上梓した時、い

や、正確には、この本のアイディアを考えた 2010 年ごろから、すでにこの企画のことは

考えていました。最初は「コーパス」というものを普及するために手ごろな数の文法項目

のデータを兎にも角にも形にすることを優先しました。その次に、より多くの項目に拡大

して詳細なデータベースを作ろうと考えていました。その項目は４桁に達するでしょう。

そうなると、辞書という形よりは電子版のほうが良いに違いない。『文法コロケーション

ハンドブック E』の「E」は、Expantion（拡大版）の E であり、Electronic（電子版）の

E であります。 

 このようなハンドブックを作ることは地道な作業の積み重ねです。この地道な作業を一

人で行うか、複数で行うかという選択がありました。2014 年版ハンドブックの時は一人で

行うという決断を下しました。これはそのように勧められたから、ということもあります

し、まだ影も形もないものを作るうえで、私一人の個性を通してアイディアを現実社会に

実体化せしめるというやり方が一番有効だったということもあります。 

しかし、2014 年版ハンドブックを通じてビジョンを共有できた今なら、そして、中納言

の使い方のレクチャーをシステマチックに行えるようになった今なら、共同で大きなもの

を作るという道もあるのではないか。また、文献を読み、発表をし、レポートを書くとい

う授業の営みに少しでも社会的な意味づけを与えたい。その思いから、大学院生が授業を

通してコーパス言語学を学び、「他者」にものごとを伝えるという精神を学びながら、一

つの項目を書き、名前とともに世に残すというプログラムを構築しました。 

 このような営みは、「コーパスで調べただけ研究」と揶揄されることもあります。なる

ほど、調べただけでは「研究」とはいえないかもしれません。しかし、学習者が知りたい

こと、教師が知りたいことはその揶揄されている情報の中にあるのではないでしょうか。

コーパスは誰が調べても同じ結果を返します。しかし、学習者や教師に「自分で調べろ」

という態度は傲慢ではないでしょうか。誰か一人が調べ、簡潔に要点をまとめることがで

きれば、後に続く人間の助けになるのです。 

 いかなる営みとて最初の一歩は小さなものです。しかし、これは正しく踏み切られた一

歩であると信じます。本企画が文法項目について、例をみないほど豊かなデータバンクに

なることを願っています。 

 

 

2023 年 8 月 

中俣尚己 



ハンドブックの読み方 

①  基本的意味 

 接続する形と意味を解説します。意味が複数ある場合は用法に分けて解説します。 

 

②  前にくる語の表 

 基本的には『現代日本語書き言葉コーパス』（BCCWJ）で直前に出現した語を紹介

しています。動詞の場合は、直前に出現した場合のほか、助動詞を１つ介して出現し

た場合も検索し、合算しています。基本的にこの２つの条件で 90%「ている」の「食

べている」と「食べられている」の両方をカウントしたということです。項目によっ

ては、品詞ごとに表を作っています。 

 

③  総出現数、上位 10語の割合、生産性指数 （表の下の数字） 

 総出現数は BCCWJ における「特定の品詞＋文法項目」と「特定の品詞＋助動詞＋

文法項目」を合算したものです。上位 10 語の割合と生産性指数は、その文法項目がど

れだけ多くの実質語と組み合わさるかの目安となる値です。生産性指数は、「異なり語

数÷√述べ語数」という式で計算できます、詳しくは中俣尚己(2015)「初級文法項目

生産性の可視化」『計量国語学』29-8, pp.275-295 をご覧ください。 

 

④ 例文 

例文は用法ごとに示します。コーパスでよく見つかる組み合わせには下線を引いてい

ます。 

 

⑤ ジャンル 

中納言の「まとめて検索 KOTONOHA」を用い、100 万語あたりの語数(pmw)を示し

ています。「書き言葉」は『現代日本語書き言葉コーパス』(BCCWJ)、「独話」は『日

本語話し言葉コーパス』、会話(‘00 年代)は『名大会話コーパス』（NUCC）、会話(‘10

年代)は『日本語日常会話コーパス』(CEJC)の値です。また、文法項目によっては、さ

らに各コーパスの下位ジャンルについて計算している場合もあります。 

 

⑥ その他 

項目に応じて「前の形」「後ろの形」「用法の割合」「ピックアップ」など、追加調査を

行いました。 

 



かける 

 

基本的意味                                              

接 続 ：動詞のマス形 

表 現 ：～シかける 

 相手に向かって動作や作用を行って影響を及ぼすことを表す「働きかけ」の用法と、途

中まで何かをすることを表す「途中」の用法がある。途中の用法には、前に来る動詞が意

味する動作や作用の直前であることを表す場合と、それらがすでに少し進行していること

を表す場合がある。 

➢ 駅で知らない人に突然話しかけられた。（働きかけ） 

➢ 本当のことを言いかけたが、やっぱりやめた。（途中） 

➢ 忘れかけていた大切なことを思い出した。（途中） 

 

前に来る動詞                                             

働きかけの用法 

順位 動詞 出現数 % 

1 話す 2,028 24.8% 

2 呼ぶ 1,692 20.7% 

3 働く 742 9.1% 

4 問う 661 8.1% 

5 語る 628 7.7% 

6 投げる 609 7.5% 

7 持つ 424 5.2% 

8 笑う 265 3.2% 

9 微笑む 185 2.3% 

10 吹く 163 2.0% 

※総出現数： 8,166 例 

上位 10 語の割合： 90.6％ 

生産性指数： 0.30 

途中の用法 

順位 動詞 出現数 % 

1 言う 494 14.7% 

2 なる 237 7.1% 

3 する 212 6.3% 

4 忘れる 110 3.3% 

5 死ぬ 87 2.6% 

6 ひらく 69 2.1% 

7 失う 65 1.9% 

8 行く 62 1.8% 

9 諦める 52 1.5% 

10 傾く 49 1.5% 

※総出現数： 3,360 例 

上位 10 語の割合： 42.8％ 

生産性指数： 8.75 



・ 働きかけの用法では、上位 10語が全体の 90.6%を占め、特に「話す」と「呼ぶ」が全体

の約 45%となっており、用いられる動詞がかなり限定的であることがわかる。 

・ 働きかけの用法 6位の「投げかける」は「質問」や「疑問」を目的語に、10位の「吹き

かける」は「息」を目的語に用いている場合が多い。 

・ 途中の用法では上位 10語が全体の 42.8%を占めており、働きかけの用法よりも多様な動

詞が用いられる。 

・ 途中の用法で用いられる動詞は、「忘れる」「死ぬ」「失う」「諦める」や、10位以下では

「崩れる」「消える」「腐る」など、ネガティブな意味を持つ動詞が多い。 

・ 途中の用法 3位の「する」の中では、「崩壊する」が 1番多く、全体の 4.6%であり、続い

て「反論する」が 3.1%であるが、全体的に大きな偏りはなく様々な 3グループ動詞が用

いられる。 

・ 途中の用法 6位の「ひらく」は、「口をひらく」として用いられている場合が多い。 

 

例文                                                    

働きかけの用法 

(1) 洪水の恐れがあり、市長は市民に避難を呼びかけた。 

(2) 行政に中小企業の支援を何度も働きかけ、ついに実現した。 

(3) この選択が本当に正しいのか、自分自身にもう一度問いかけた。 

(4) 簡単に稼げるいい仕事があると、友達に持ちかけられた。 

(5) あの画家の絵は、強く心に訴えかけてくるものがある。 

 

途中の用法 

(6) 漢字が苦手で日本語を嫌いになりかけていたが、いい勉強方法に出会った。 

(7) 勘違いをしていて、違う試験会場に行きかけたが、途中で受験票を見て気づいた。 

(8) 13時の約束だったのに彼は現れず、太陽はもう西に傾きかけている。 

(9) トイレットペーパーがなくなりかけてるから、買っといて。 

(10)風邪が治りかけていたのに、無理をしてまた悪化してしまった。 

 

・ 働きかけの用法で用いられる動詞は、「話す」「呼ぶ」「問う」「語る」「訴える」など、発

話を伴うものが多く見られる。 

・ 途中の用法では、例文(6)「～嫌いになりかけていたが、いい勉強方法に出会った」や、

例文(10)「～治りかけていたのに、～悪化してしまった」のように、前件の内容に対し

て、後件ではその内容が反転しているものが多く見られる。 

 

 



レジスター                                               

 

・ 独話における出現頻度が最も高く、続いて書き言葉での出現頻度が高い。 

・ 独話で用いられる動詞は、働きかけの用法では「話す」「働く」、途中の用法では「なる」

「する」が多く、それらは書き言葉でも上位の動詞である。 

・ 会話（'10 年代）と会話（'00 年代）での出現数は合わせて 14 例で、すべてが途中の用

法となっており、働きかけの用法は見られなかった。 

・ 上記から、働きかけの用法は、書き言葉および話し言葉として（ただし話し言葉は講演

や会議などの硬い場面において）用いられる傾向があり、途中の用法は、日常の話し言

葉として用いられる傾向があると考えられる。 

 

用法                                                    

・ 書き言葉において出現した働きかけの

用法と途中の用法の割合は、右のグラフ

のとおりである。 

・ 働きかけの用法が、途中の用法よりも圧

倒的に多く用いられている。 

・ 書き言葉については右のような結果と

なっているが、独話については、働きか

けの用法が 83.7%、途中の用法が 16.3%

となっており、それは書き言葉と比べて

「働く」の出現率が高いことに起因して

いる。 
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働きかけの用法、途中の用法以外の「かける」                            

・ 「かける」の複合動詞としては、「追いかける」「押しかける」「詰めかける」の出現数が

非常に多いが、働きかけの用法や途中の用法には当てはまらず、それぞれ一語として独

自の意味を持つため、今回のデータからは除外している。 

・ また、「立て掛ける」など本来の「掛ける」の意味をもつ複合動詞も除外している。 

・ 他にも、「出かける」「見かける」「見せかける」などが挙げられるが、これらも同様に独

自の意味を持つため、今回のデータには含まれていない。 

 

参考文献                                                 

グループ・ジャマシイ(編)(2023)『日本語文型辞典 改訂版』，くろしお出版. 

 

 

（この項目の著者： 横田 彩子／大阪大学院生） 

最終版：2023.8.8 



た上で              

 

基本的意味                                              

接 続 ：動詞のタ形     

表 現 ：～シた上で 

 まず前件の行動を行って、その結果に基づいて次の行動をとるという意味を表す。「ま

ず～してから」と同じ意味である。前件が完全に終わらなければ後件に移らないことを強

調するようなニュアンスを持つ。また、前後文の主語が同じである。 

➢ どの大学を受験するか、両親と相談した上で、決めます。 

 

〇 （あなたは）チェックした上で、（あなたは）ここにサインをしてください。 

× 私がチェックした上で、あなたはここにサインをしてください。 

前に来る動詞                                             

順位 動詞 出現数 % 

1 する 362 11.63% 

2 理解する 110 3.53% 

3 踏まえる 108 3.47% 

4 知る 77 2.47% 

5 確認する 71 2.28% 

6 認める 59 1.90% 

7 行う 58 1.86% 

8 考慮する 51 1.64% 

9 考える 51 1.64% 

10 把握する 51 1.64% 

※総出現数：3,112 例、上位 10語の割合： 32.06％  生産性指数：14.26  

 



・ サ変動詞「～する」に接続することが多い。「理解する」「確認する」「考慮する」な

ど、認知に関する動詞の使用が多い。 

・ 助動詞が接続する場合、「れる」「られる」が多い。 

・ 教材では「～相談した上で、～」という例文が多く挙げられているが、実際の使用場面

ではそれほど多く使われていない。 

 

例文                                                    

(1) 謝罪をした上で、弁償方法について先方と相談する。 

(2) 自分自身を知った上で、幸せを追求し、幸せに生きるということが大切である。 

(3) もう一度よく考えた上で、ご連絡させていただいてもよろしいでしょうか。 

(4) 各商品の説明をよく確認した上でご応募ください。 

 

レジスター                                               

 

 

・ 書き言葉として多く用いられる。また、学会や会議など、硬い場面での話し言葉として

用いられている傾向がある。 

・ 会話（'10 年代）における用例の半数以上は会社員・役員・公務員の職場での使用であ

る。 
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後ろの形                                              

 出現数 % 

たい 137 4.4% 

と思います 52 1.7% 

なければならない 43 1.4% 

でございます 37 1.2% 

必要がある 35 1.1% 

ましょう 34 1.1% 

てください 25 0.8% 

 

・ フォーマルな場面で用いられることが多いため、「でございます」など敬意を表す表現

と共起しやすい。 

・ 「と思います」「たい」といった意向を表す表現、また、「ましょう」「なければならな

い」「てください」といった働きかけを表す表現と共起しやすい傾向がある。相手に対

して特定の行動を促したりする場合に用いられることが多い。 

参考文献                                                 

グループ・ジャマシイ(編)(2023)『日本語文型辞典 改訂版』，くろしお出版. 

 

 

（この項目の著者：楽 伊凡／大阪大学院生） 

最終版：2023.8.8 



てみせる              

 

基本的意味                                              

接 続 ：動詞のテ形 

表 現 ：～シてみせる 

 

がんばって達成しよう、達成できる、といった話者の強い気持ちを他の人に示すために使

われる「決意」の用法、紹介したり理解をうながしたりするのに実際の動作を示すときに使

われる「紹介」の用法、態度、表情、結果などを見せる「呈示」の用法がある。 

 

➢ どんな問題でも、必ず解決してみせる。(決意) 

➢ ピアノのレッスンでは、まず先生がお手本を弾いてみせてくれた。（紹介） 

➢ 大臣は自身の疑惑を否定してみせた。（呈示） 

 

前に来る動詞                                             

順位 動詞 出現数 % 

1 する 259 9.23% 

2 うなずく 130 4.63% 

3 笑う 127 4.53% 

4 やる 126 4.49% 

5 振る 80 2.85% 

6 すくめる 41 1.46% 

7 描く 37 1.32% 

7 ほほえむ 37 1.32% 

9 出す 36 1.28% 

10 証明する 34 1.21% 

※総出現数：2,805 例、上位 10 語の割合：32.32％ 生産性指数:13.97 

 

 「うなずく」「すくめる」といったしぐさを表す動詞や「笑う」「ほほえむ」といった表

情を表す動詞が多く見られる。 

  



例文                                                    

決意の用法 

(1) 今回はダメだったけれど、来年は絶対に JLPT N1に合格してみせる。 

(2) 30になるまでには必ず成功して大金持ちになってみせる。 

(3) 私の言うことが嘘だと言うなら、本当にできると証明してみせよう。 

 

紹介の用法 

(4) 両面コピーのやり方が分からないので、一度やってみせてくれませんか。 

(5) その小説家は自身の代表作で日本の就活の実態をありありと描いてみせた。 

(6) 子供向けサッカー教室で、有名サッカー選手が実際に目の前でボールを蹴ってみせた。 

 

呈示の用法 

(7) 両親との別れ際、目に涙をためながらも、心配させまいと無理に笑ってみせた。 

(8) 留学当初は、周りの日本人の話すスピードが速すぎて会話についていけなかったが、気

を遣わせまいと、分かったふりをして大げさにうなずいてみせた。 

(9) 突然先生に指名されたが、良い答えが思い浮かばなかったので、苦笑いを浮かべて、肩

をすくめてみせた。 

(10)留学中の猛勉強の末、JLPT N1合格という文句なしの結果を出してみせた。 

 

 

・ 決意の用法では文末が「てみせる」や「てみせよう」が多い。 

・ 呈示の用法では文末が過去形「てみせた」である場合がほとんどである。 

・ 「すくめる」は 41 例中 37 例が「肩をすくめてみせる」という表現であり、分からない

こと、無関心なことを相手に示すしぐさのことを指している。 

・ 「振る」は「首を振ってみせた」や「かぶりを振ってみせた」という表現で、自分が不

賛成であることを相手に呈示する用法でよく使われる。 

・ 「笑う」の前では「無理に笑ってみせた」や「にっこりと笑ってみせた」というような

組みあわせで使われることが多い。ただ単に笑うという事実に言及するだけでなく、人

物の意図や表情の様子を呈示していることを描写するために使われている。 

 

  



レジスター                                               

 

・ 「頼まれていた漫画を持ってきて見せた」のような補助動詞ではない用法は除外して算

出している。 

・ 全体的に見て、書き言葉で多く使われる傾向にあるといえる。 

用法                                                    

補助動詞の「てみせる」を 100例抽出し、3つの用法に分類すると下図のようになる。 

 

・ 日本語学習教材では決意と紹介用法のみを扱っている場合が多いが、実際の用例では呈

示の用法で使われることが多い。 

参考文献                                                 

井上直美(2019) 「『テミセル』表現に関する一考察――書き言葉における文末『てみせる。』

の使用実態――」『さいたま言語研究』3, pp.26-37. 

井上直美 (2020) 「『彼は笑ってみせた。』は何を見せたか――書き言葉の『てみせた。』の

意味機能に注目して――」『日本語の研究』16, pp.68-84. 
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（この項目の著者：村井勇輝／大阪大学院生） 

最終版：2023.8.8 



とはいえ              

 

基本的意味                                              

接 続 ：動詞・イ形容詞の辞書形［普］/ナ形容詞・名詞（だ） ＊タ形にも接続する 

表 現 ：～スルとはいえ・～シタとはいえ・Ｎ（だ）とはいえ・Ｎだったとはいえ 

 節や文を受け、「それはそうなのだが、しかし」といった意味を表す。前の事柄から予

想、期待されることと結果が食い違うような場合に用いられる。 

➢ ホテルの名誉を守るためとはいえ、噓をついてすみません。 

➢ 秋とはいえ、今朝はまだまだ暑い。 

前に来る動詞と名詞                                         

前に来る動詞                     前に来る名詞 

 

※総出現数：906例               ※総出現数：1098例  

動詞上位１０語の割合：30.91％       名詞上位１０語の割合：16.38％  

生産性指数：15.25               生産性指数：25.68 

 

 

 

 

  

順位 名詞 出現数 % 

1 事 54 4.6% 

2 為 49 4.2% 

3 物 33 2.8% 

4 仕事 18 1.5% 

5 偶然 10 0.9% 

6 中 7 0.6% 

7 一部 5 0.4% 

8 一瞬 5 0.4% 

9 子供 5 0.4% 

10 夏 5 0.4% 

順位 動詞 出現数 % 

 1 ある 115 12.7% 

2 なる 74 8.2% 

3 する 23 2.5% 

4 いる 15 1.7% 

5 入る 11 1.2% 

6 異なる 9 1.0% 

7 進む 9 1.0% 

8 受ける 8 0.9% 

9 知る 8 0.9% 

10 持つ 8 0.9% 



例文                                                    

(1) 予想していたこととはいえ、びっくりした。 

(2) 仕事のためとはいえ、悪いことをしてしまったと後悔した。 

(3) 私たちのチームは 4 点のリードがあるとはいえ、決して余裕という雰囲気ではなかっ

た。 

(4) 10月になったとはいえ、まだまだ暑さが続いている。 

(5) 何も知らなかったとはいえ、どうも悪い事したような気持ちだな。 

(6) それほど遠くはないとはいえ、歩いていくには距離があります。 

 

・ 名詞が多いことは特徴の一つである。名詞は動詞より多い。イ形容詞とナ形容詞は少な

い。 

・ 動詞は「ある」が最も多い。「ある」表現について、「～がある」というような存在を表

す表現が最も多い。 

・ そのほか、「とはいえ」の前に来る動詞には「知っていた」、「異なる」、「持っている」の

ように状態を表す動詞が多い。 

 

レジスター                                               

 

 

・ レジスター別に見ると、書き言葉の調整頻度は話し言葉の調整頻度より高い。「～とはい

え」は書き言葉として多く使われていると考えられる。 
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・ BCCWJ の各レジスターの pmw を見ると、［ベストセラー］の場合 100万語あたり 39で

あり、続いて［書籍］と雑誌］で 36語あった。［ブログ］は 27語、［知恵袋］は 15で

あり、「～とはいえ」はインターネット上でも一定数使われている。 

 

参考文献                                                 

グループ・ジャマシイ(編)(2023)『日本語文型辞典 改訂版』，くろしお出版. 

（この項目の著者：薛曄梓／大阪大学院生） 

最終版:2023.8.8 
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ものとする 

 

基本的意味                                              

接 続 ：動詞の辞書形[普]    ※タ形やナイ形などにも接続する 

表 現 ：～スルものとする・～シタものとする・～シナイものとする 

 言葉の意味内容を自分なりに判断する、あるいは判断して物事を決めることを意味す

る。「見なす」や「解釈する」と同じ意味で使われる。そのほか、「しなければならない」

よりも弱いニュアンスを持たせて義務づけしようとする用法がある。なお、ここでは、動

詞に接続する「ものとする」に限定して取り上げる。「[名詞＋の]ものとする」や、「[ナ

形容詞]なものとする」といったものは取り上げない。 

➢ 30日経っても会費が振り込まれない場合、退会したものとして扱う。（見なし・解釈） 

➢ 駐車場使用者は、駐車場使用料金を毎月末日までに支払うものとする。（義務づけ） 

 

前に来る動詞                                             

順位 動詞 出現数 % 

1 行う 325 8.81% 

2 読み替える 257 6.96% 

3 する 180 4.88% 

4 定める 172 4.66% 

5 努める 141 3.82% 

6 有る 137 3.71% 

7 講ずる 110 2.98% 

8 なる 64 1.73% 

9 有する 49 1.33% 

10 含む 47 1.27% 

※総出現数：3,691   上位 10 語の割合：40.15％   生産性指数：9.08 

・「読み替えるものとする」という表現は、法律でよく使われ、「Pとあるのは Qと読み 

 替えるものとする」と表現される。 



例文                                                    

「見なし・解釈」の用法 

(1) 利用者は、本サービスを利用した場合、本規約を遵守することに同意したものとし 

  ます。 

(2) 係長に連絡がつきません。来ないものとして、もう会議を始めましょう。 

(3) 7月 26日までに意見の提示がない場合、この案に賛成したものとします。 

 

「義務づけ」の用法 

(4) 利用者は、自身のアカウントを第三者に使用されていることが判明した場合は、 

直ちに当社に連絡するものとします。 

(5) このような場合、お金を貸した側は、お金を借りた側に対して金銭を要求すること 

    はできないものとします。 

(6) 地方公共団体は、その地域の特性に応じた文化芸術の振興のために必要な施策の 

  推進を図るよう努めるものとする。 

 

レジスター                                               

 

・ 「書き言葉」における出現頻度が突出して高かった。「独話」にもごくわずかに使用が確

認できたが、「会話」では使用が確認できなかった。 
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書き言葉内のジャンル(pmw) 

・ 100 万語あたりの頻度を「書き言葉」内のジャンルごとに算出したところ、著しい偏り

が確認できた。［法律］の場合 100万語あたり 2,298であり、他のジャンルと比べて突出

して多かった。[法律]の文体として頻繁に用いられていると言ってよい。そのほか、［白

書］で 84、［出版・書籍］で 50、[国会会議録]で 38 である。相対的に少なく見えるが、

これらも少ない数値とまでは言えず、かたい文体でよく用いられていると言える。反面、

［雑誌］［新聞］［ブログ］［知恵袋］などではあまり用いられていない。 

・ ［法律］おける出現頻度が他のジャンルと比べて突出して多い理由としては、法律分野

において「法解釈」という特徴的な作業が広く行われていることと関係があると考えら

れる。 

 

 

後ろの形                                                 

「書き言葉」では「ものとする／します」のような言い切りの形が多く用いられている

のに対し、「独話」では「ものとして（……捉える／考える／用いる／数える）」のよう

に、言い切りではない形が使われることが多い。 
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前の形                                                  

 出現数 % 

動詞［ル形］＋ものとする 2,863  77.6% 

動詞［タ形］＋ものとする 234  6.3% 

動詞［れる/られる］＋ものとする 155  4.2% 

動詞［ナイ形］＋ものとする 148  4.0% 

・「ものとする」の前に接続する動詞の形としては、「動詞［ル形］」が圧倒的に多く、80％

近い割合を占めている。 

・「ものとする」の前に接続する助動詞のうち出現数の多い上位 3つは、「タ形」「れる/られ

る」「ナイ形」であった。 
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グループ・ジャマシイ(編)（2023）『日本語文型辞典 改訂版』，くろしお出版. 
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